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研究成果の概要（和文）：本研究では，大学生の生活習慣やメンタルヘルス等の健康状態を多元的視点から評価可能な
生活習慣尺度を作成し，その妥当性を検討するとともに，回答者の健康状態と経時変化が確認できるWebアンケートシ
ステムを構築した．そして，フィットネスとメンタルヘルスの因果関係について検討した結果，大学生の体力の低下は
，直接的にメンタルヘルスに，また，間接的にソーシャルヘルスに影響を及ぼしており，性差によって影響要因が異な
っていたことが明らかになった．これらの成果より，健康教育における本アンケートシステムの汎用性が確認できた．

研究成果の概要（英文）： In the present study, we employed a multifactorial perspective to produce an 
useful lifestyle scale of health status (lifestyle, mental, etc.) in university students. In conjunction 
with an examination of scale validity, we also created a web-based questionnaire system allowing us to 
view age-mediated variations in the health states of the respondents. The results of our investigation 
into the causal relationships between fitness and mental health revealed that decreases in university 
students’ physical strength had a direct effect on their mental health and an indirect effect on their 
social health. Influencing factors varied by sex. We established the broad utility of this questionnaire 
system for health education.

研究分野： 健康教育

キーワード： Web版生活習慣調査　大学生　フィットネス　メンタルヘルス　ソーシャルヘルス　体力　健康教育　性
差
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
（１）身体活動量の低下と生活習慣の乱れ 
 大学生は単身生活の開始など，生活が大き
く変化し，保護者からの自立の度合が高くな
るため，生活習慣が乱れやすくなる．大学 1
年生 1,074名を対象とした生活習慣に関する
予備調査では，スポーツや運動を規則的に行
っている学生は全体の 14％で少ない傾向で
あった．また，食事や食行動に関しては，朝
食欠食，食事の内容，味付けに問題のある学
生が多く，特に身体活動量の不足をはじめ，
独居者にこの傾向が強く見られた．さらに，
独居者では代理摂食，過食，リズム異常など
太りやすい食行動を取る学生が有意に多く
見られた．その他，眠気に関しては，調査対
象者の 1/3 が日中に強い眠気を感じており，
眠気のある学生では，夕方や夕食後に居眠り
をする者が多い傾向が明らかになった．これ
らの調査結果より，大学初年次から，食事，
運動，睡眠などの生活習慣への気づきを促し, 
これらの改善に向けた対処法を身につける
健康教育の必要性が示唆された． 
 
（２）メンタルヘルスの悪化 
 大学生期には卒業後の夢や進路など，自己
実現を図る上で心身の健康を自発的に増進
することが必要である．しかし，予備調査で
行われた生活習慣調査では，全体の 57％が軽
度以上の抑うつ状態であった．特に軽度以上
の抑うつ状態の学生の約半数に何らかの生
活に困難さが見られ，生活困難と回答した学
生では，80％以上に軽度以上の抑うつ状態が
あることが明らかになった．さらに，日本の
青少年は世界的に自己肯定感が著しく低い
と言われている．これらの背景から，大学生
の生活習慣の乱れの背景には，精神的ストレ
スやうつなどの心の問題が潜在している可
能性が示唆された． 
 
２．研究の目的 
 本研究では，大学生の生活習慣や心身の健
康状態を明らかにし，学生の生活習慣や健康
度を多元的に捉えることのできるアンケー
トを整備すること．そして，学生が Web を用
いて在学期間中に，繰り返し点検・評価でき
るシステムを構築し，Web アンケートシステ
ム（以下，本システム）を大学の健康調査や
健康教育に導入することにより, 汎用性を
検討することを目的とした． 
 
３．研究の方法 
（１）Web アンケートシステムの構築および
健康教育での導入 
 大学生の生活習慣やメンタルヘルス等の
健康状態を多元的視点から評価できる尺度
を作成するため，大学生を対象とした生活習
慣に関する予備調査で用いた 236項目をもと
に，総合大学を対象に全学部の 1 年生 1,165
名を対象として，Webアンケートを実施した．

さらに，学生が在学期間中に Web を用いて，
繰り返し点検・評価できるよう，回答した結
果が保存でき，経時変化が確認できるシステ
ムの構築を行った． 
 また，平成 24 年度には，総合大学で開講
されている健康教育（少人数セミナー）にて
本システムを用いた授業を実施し，教育場面
での利用を検討した． 
 
（２）フィットネスとメンタルヘルスの因果
関係 
 大学生の抑うつ傾向とその影響要因につ
いて，本アンケートで得られた 9尺度（フィ
ットネス，食生活，肥満関連の食行動，睡眠，
ストレス，社会との関り，主観的健康観，自
尊感情，抑うつ傾向）の合計点（四分位化）
及び運動・身体活動の行動変容ステージ（運
動習慣）から，抑うつ傾向のオッズ比を算出
し分析を行った．さらに，フィットネスとメ
ンタルヘルスの因果関係を明らかにするた
め，2 年間（平成 25 年，平成 26 年）で収集
したデータから，ライフスタイル評価尺度の
因子構造を確認し，体力ならびに生活習慣と
メンタルヘルスの因果関係を検証した． 
 
４．研究成果 
（１）ライフスタイル評価尺度の作成 
 大学生の生活習慣を評価する尺度を作成
するため，予備調査より選出した 236項目を
もとに，「睡眠」，「ストレス」，「食生活」，「食
行動」，「主観的健康観」，「抑うつ傾向」，「社
会との関わり」を選出した他，スポーツや運
動を中心とした健康教育でも活用できるよ
う，身体活動や運動に関する「フィットネス」
や，「自尊感情」に関する項目を含めた 60項
目 9尺度を作成し信頼性を確認した．さらに，
因子の精選化を検討するため，1 年生 1,165
名に，Web アンケートを実施した．分析の対
象となった 908 名の回答より，「自尊感情」，
「こころとからだの健康（抑うつ傾向）」，「ス
トレス」，「健康状態（主観的健康観）」，「食
行動」，「フィットネス」が抽出され，弁別的
妥当性の検討より，6尺度 30 項目で評価する
ことが可能であることが確認できた． 
 
（２）Web アンケートシステムの構築および
健康教育での導入 
 本システムのハード面の強化として，以下
の機能を増設した．①トップページの整備お
よび同意チェック欄の追加，②サマリーレポ
ートの表示および解説と保存，③認証基盤シ
ステムによるシングルサインオン（SSO）連
携，④教員と受講生の紐付けを行ない，教員
の閲覧画面に Webアンケートに回答した担当
学生の項目別平均点の表示，である．これら
の機能の構築によって，約 3,000 人以上を対
象に Web アンケートを実施することができ，
学生は入学から卒業または修了まで，本シス
テムの利用が可能となった．さらに，ソフト
面では，精神科医と連携することで，Web ア



ンケートの回答でメンタル面の配慮が必要
な学生に対して，医師によるサポートが受け
られるよう体制を整えた． 
 平成 24 年度では，健康教育（少人数ミナ
ー）にて本システムを導入し，授業開始時お
よび終了時に Webアンケートを実施した．受
講生には，Webアンケートに回答することで，
健康への気づきを促せただけでなく，サマリ
ーレポートに表示されるレーダーチャート
の推移より，講義や実習での学びを振り返り，
視覚的に自身の健康状態や生活習慣の特徴
を理解・認識させることができた． 
 

図１ Webアンケート サマリーレポート  
 
 
（３）フィットネスとメンタルヘルスの因果
関係 
 大学生の抑うつ傾向とその影響要因につ
いて検討した結果，大学入学期には，運動・
身体活動よりもストレスや睡眠など生活環
境の変化と密接な関連のある要因が抑うつ
傾向に強い影響を与える可能性があること
が明らかになった．また，大学入学後は，身
体活動の抑うつ傾向に与える影響度合いは，
ストレスと同程度まで大きくなっていたこ
とが明らかになった．さらに，フィットネス
とメンタルヘルスの因果関係を検討するた
め，2 年間（平成 25 年，平成 26 年）で収集
したデータ 1,831 名，（男子 1,044 名，女子
787 名）から，ライフスタイル評価尺度の因
子構造を確認し，体力ならびに生活習慣とメ
ンタルヘルスの因果関係を検証した結果，大
学生の健康度を構成する尺度は 25 項目に集
約され，6 因子が得られた．さらに，確認的
因子分析による適合度も良好であったこと
から，大学生の健康度は，「自尊感情」，「心
身の調子」，「体力」，「社会的満足感」，「食欲」，
「休養」で構成されており，特に，大学生は
フィットネス面の評価を体力の衰えで行っ
ていたことが示唆された．次に，生活習慣と

メンタルヘルスやソーシャルヘルスの因果
関係を明らかにするため，6 因子間の因果関
係を検証した．「ライフスタイルと社会的満
足感への因果モデル」を作成し，適合度を確
認した結果，良好であったことからモデルと
して妥当だと判断した．さらに，本モデルを
もとに，健康教育への教育方法を検討するた
め，多母集団同時分析により，性差による社
会的満足感を検証した．その結果，体力から
自尊感情への影響は，男子が女子より有意に
認められた．また，女子の体力から食欲への
影響は，男子より有意に高く認められた．そ
のため，健康教育において，学生の生活習慣
を向上させるには，性差によって異なるアプ
ローチが必要であることが示唆された． 

 
図２ ライフスタイルと社会的満足感の因 
  果モデル（男子） 
 

 
図３ ライフスタイルと社会的満足感の因 
  果モデル（女子） 
 
（４）総括 
 本研究の特徴的成果は，次の 2 点である．
1 つには，文系・理系の学生が在籍する総合
大学を対象としてライフスタイル評価尺度
を作成したため，大学生の生活習慣を調査す
るにあたって妥当性が高く，健康教育におい
て導入が可能であったこと．2 つには，大学
内にある認証基盤システムのシングルサイ
ンオンと連携したため，高いセキュリティー



のもと，経年的に大規模データの収集を可能
とする Webアンケートシステムが構築できた
ことである． 
 しかしながら，研究期間中には本システム
を用いて，学生の追跡調査が行えなかったこ
と，また，開発したライフスタイル評価尺度
を用いて他大学にて調査が行えなかったこ
とから，尺度の一般化を検討する課題が残さ
れた． 
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